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１ 北海道環境未来基金 

１－１ 北海道環境未来基金 

企業や個人等からの寄付金は、北海道の環境保全活動に役立てるために北海道環境未来基金として積み

立てしています。本年度は、この基金を活用し主に以下の事業を実施しました。 

（１）北海道ｅ-水プロジェクト              （２ 環境保全活動及び協働取組の推進に関する事業の一部） 

北海道コカ･コーラボトリング株式会社、北海道及び当財団の協

働・連携により、平成２２年から道内における水辺環境の保全活動の

支援を目的とした助成事業を実施しています。 

１３年目となる本年度は「e-水コース（助成上限２００万円）」に６

件、「しずくコース（上限１０万円）」に１６件採択し、調査、保全、環境

教育活動などを支援しました。 

また、４月に「キックオフミーティング」をオンラインで開催したほ

か、事業報告会となる「北海道 e-水フォーラム」（3-１参照）を２年ぶ

りに対面で開催しました。 

［HP］ 北海道 e-水プロジェクト https://www.heco-spc.or.jp/emizu/ 

 

（２）地球温暖化ふせぎ隊事業                （３ 環境教育及び環境学習の推進に関する事業の一部） 

株式会社サッポロドラッグストアー、丸大食品株式会社、株式会社

カナモト、タキクミフレンズからの寄付金を活用して、道内各地の学

童保育所等で、独自開発した環境学習プログラムを用いた環境教

室（通称、地球温暖化ふせぎ隊）を実施しています。 

本年度は８か所の学童保育所（計１８２名）にて環境教室を実施し

たほか（3-１参照）、小学校２校（計７１名）にて生物多様性等の学習

支援を実施しました(3-2 参照）。 

 

（３）森とアースへの ECO プロジェクト       （２ 環境保全活動及び協働取組の推進に関する事業の一部） 

全国オイルリサイクル協同組合の加盟社からの寄付金を活用し

て、積極的な森林保全活動に取り組む自治体を全国から選定し、植

林等の森づくりを支援しました。 

７年目となる本年度は１５社※１ から寄付金をいただき、岩手県葛

巻町、栃木県日光市、静岡県川根本町、三重県大台町、京都府長

岡京市、福岡県篠栗町を支援しました。 

※1 環境開発工業株式会社、日重環境株式会社、木幡興業株式会社 

株式会社東亜オイル興業所、株式会社和光サービス、 

株式会社朝田商会、株式会社太陽油化、 

株式会社パンオイルサービス、岐阜鉱油株式会社、 

天星製油株式会社、岩谷化学工業株式会社、株式会社サンエム、 

山陰興業株式会社、株式会社フチガミ、有限会社森商会 

 

 

 

 

  

＜e-水フォーラム＞ 

 

＜学童保育所での環境教室＞ 

＜施業風景（三重県大台町）＞ 
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（４）フロンティアキッズ育成事業              （３ 環境教育及び環境学習の推進に関する事業の一部） 

将来の持続可能な社会づくりを担う人材を育成するために、小

学校と連携して SDGs の視点で環境配慮意識の向上と地域愛の育

成を目的とした環境教育プログラムを北海道と共に企画し、実施し

ています。 

２年目となる本年度は、以下６校の小学校が選定され、各学校に

派遣された講師が進行役となって、子どもたちが地域の課題や現

状を確認しながら「地域未来図」を描きました。その様子は各学校

が参加した「成果発表会」を通じて学校、賛同企業に共有され、今

後の持続可能な社会づくりへの取り組みを考える機会となりまし

た。また、賛同企業は昨年度よりも１０社多い、５９社となりました。 

［参加校］ 浦河町立浦河小学校、江差町立南が丘小学校、本別町立本別中央小学校、利尻町立沓形小

学校、斜里町立知床ウトロ学校、標茶町立中茶安別小学校 

※いずれも５年生対象（複式学級により６年生も対象となっている学校あり） 

［講師］ 北海道 SDGs 人材バンク 池田 誠氏（七飯町）、奈須 憲一郎氏（下川町） 

（５）国立公園の豊かな自然を守るキャンペーン     （４ 地球温暖化対策の推進に関する事業の一部） 

国立公園・世界自然遺産カーボン・オフセットキャンペーン実行委員会※1に

おいて、道内外の事業者・団体の連携・協力（特別協賛事業者等21者、協力

45者）のもと、34の国立公園内の公共施設（環境省所管ビジターセンター等）

から排出されるCO2について、J-クレジットを活用したカーボン・オフセットを実

施（72施設、1,826t-CO2）するとともに、ビジターセンター等での環境保全活

動、地球温暖化防止の取り組みを周知、啓発を図るキャンペーンを実施しまし

た。 

キャンペーンでは、全国のビジターセンター等に周知・啓発ポスターを掲示

するとともに、環境省、ヤフー株式会社、沖縄観光コンベンションビューロー、

ボーイスカウト日本連盟等と連携して制作した３種類の啓発動画を継続配信

（視聴回数5,982回）しました。また、キャンペーンに賛同いただいた累計

63,108名からネット募金を通じて寄付をいただき事業に活用しました。 

この他、カーボン・オフセットにおいては環境省RE１００促進の取り組み※2に

も協力し、磐梯朝日国立公園のビジターセンターでは、再生可能エネルギー

（発電）由来のJ-クレジットを活用しました。 

※1 構成員：みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社、株式会社イースクエア、北海道環境財団 

※2 RE１００とは、企業が自らの事業の使用電力を１００％再エネで賄うことを目指す国際的なイニシアチブ。 

（６）北海道版ネウボラ制度への取り組み支援  （２ 環境保全活動及び協働取組の推進に関する事業の一部） 

北海道の子どもたちの未来を考える会（当別町）による絵本の読み聞

かせと地域の自然環境に親しむ活動の立ち上げに協力し、事業計画立

案への助言や絵本購入及び本棚作製等の資金管理を担当しました。 

なお、事業名については令和５年度に変更予定です。 

  

＜小学校での授業＞ 

＜周知・啓発ポスター＞ 

＜購入した絵本と作製した本棚＞ 
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（７）北海道生物多様性保全活動連携支援センター（HoBiCC）事業 

（２ 環境保全活動及び協働取組の推進に関する事業の一部） 

生物多様性の保全についての普及啓発の実施、地域活動や調査研究の支援などのため設立した北海道

生物多様性保全活動連携支援センター（HoBiCC）を平成２６年から運営しています。構成する３団体（北海道

新聞野生生物基金、北海道立総合研究機構産業技術環境研究本部エネルギー・環境・地質研究所、北海道

環境財団）及び他の主体との連携により、本年度は以下の事業に取り組みました。 

● 北海道生物多様性ダイアログ 

昨年度に引き続き、北海道及び環境省北海道環境パートナー

シップオフィス（EPO 北海道）と協働で、見直し予定の「生物多様

性国家戦略」や「北海道生物多様性保全計画」を踏まえて、北海

道の自然環境を巡る課題や自然との向き合い方を考えるために

「北海道生物多様性保全ダイアログ」をオンラインで開催しました。

第３回は「災いを恵みに変えて-自然豊かで安全・安心な地域づく

り-」、第４回は「OECM-新しい自然保護区の可能性と課題-」、第

５回「生物多様性と農業・土地利用-食料生産との両立に向けて

-」、第６回「再生可能エネルギーと生物多様性保全の両立」をテーマに講師、モデレーターと共に議論を深

めました（3-1 参照）。 

 

● セイヨウオオマルハナバチ駆除事業 

平成２７年度に設立した「北海道セイヨウオオマルハナバチ対策推

進協議会」※1 では、特定外来生物セイヨウオオマルハナバチを中心

とした外来種問題への理解促進を図っています。２年ぶりにセイヨウ

オオマルハナバチの駆除体験会を株式会社アレフ、北海道とともに

えこりん村（恵庭市）で開催したほか、普及啓発資材を取りまとめたト

ランクキットの貸し出し、啓発動画の配信、セイヨウオオマルハナバチ

の捕獲情報等を取りまとめる新セイヨウ情勢 HP※２を運営しました。 

※1 構成員：北海道、札幌市、石狩市、黒松内町、株式会社アレフ、

HoBiCC、北海道環境財団 

※2 [HP] 新セイヨウ情勢 https://seiyou-busters.net/ 

 

● 「ほっくー基金北海道生物多様性保全助成制度」運営支援 

北海道における生物多様性保全を目的とする実践的な活動を助成する「ほっくー基金北海道生物多様

性保全助成制度」（株式会社北洋銀行が運営）を昨年度に引き続き支援しました。 

北海道生物多様性保全活動連携支援センターでは募集及び審査事務局を担い、本年度は２２件の活動

（「ほっくーコース」※1 の６件、「トムコース」※2 の１６件）を助成対象として採択しました。採択後も効果的な活動

となるように団体からの相談に対応し、活動終了後は報告書を取りまとめました。 

※1 「ほっくーコース」 申込金額上限１００万円 

※2 「トムコース」    申込金額１０万円（固定） 

  ［HP］ https://www.heco-spc.or.jp/HoBiCC/hokku_josei/index.html 

 

 

  

＜第５回＞ 

＜駆除体験会（えこりん村）の様子＞ 
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２ 環境保全活動及び協働取組の推進に関する事業 

２－１ 環境省北海道環境パートナーシップオフィス運営業務 

環境省北海道地方環境事務所との協働により「環境省北海道環境パートナーシップオフィス」※1（以下、

EPO 北海道）を平成１７年度から運営しています。本年度は第６期（令和３～５年度）の２年目として、主に以下

の事業を実施しました。なお、活動報告の詳細は EPO 北海道のホームページで公開しています。 

※1 環境教育等促進法に基づき、国が全国８か所に設置する環境教育や環境保全活動の推進拠点。 

［HP］ ＥＰＯ北海道 httpｓ://epohok.jp/ 

● 地域循環共生圏の創造・推進 

政府の第五次環境基本計画で提唱された地域循環共生圏構想

の具現化をめざす「余市町観光地域づくり協議会」（余市町）、「羽

幌地域生物多様性保全協議会」（羽幌町）、「株式会社地域価値協

創システム」（美幌町）のプロジェクトに対して、構想・事業計画の策

定支援、ステークホルダー対話の支援、情報共有・意見交換機会

づくり等の伴走支援を行いました。 

新たな取り組みの創出に向けて、「網走川流域高校生みらい学

習交流会」（網走市、参加１７名）、「網走川流域みらい会議」（網走

市、参加２０名）及び森里川海生態系ネットワーク形成事業「大沼た

すきリレー～継承のイノベーション」（七飯町、参加４９名）を開催しま

した。 

このほか、ESG金融やローカルSDGsの取り組みを促進するために、地元組織等と連携して「旭川大雪圏域 

地域脱炭素セミナー」（旭川市(２回)、参加計９８名）、「北海道ゼロカーボンパークシンポジウム」（千歳市、釧路

市、参加計１２０名）、地域脱炭素マッチング会（札幌市及びオンライン(２回)、参加計２６５名）を開催しました。 

● 北海道地方 ESD 活動支援センター業務 

政府が進めるESD（持続可能な発展のための教育）推進ネットワ

ークの推進拠点である「北海道地方ESD活動支援センター」（以

下、ESDセンター）の運営を担い、道内のESD実践者や関係者を支

援しました。 

「ESD推進ネットワーク北海道地域フォーラム２０２２」（オンライ

ン、参加３６名）を開催したほか、「北海道メジャーグループ・プロジ

ェクト２０２２」の事務局としてNPO法人さっぽろ自由学校「遊」等と協

働し、「キックオフミーティング」（オンライン、参加２１名）、「全体ミー

ティング」（オンライン及び対面、参加３７名）、「ユースグループミー

ティング」（オンライン(２回)、参加計１２名）を開催しました。 

また、全国事業「ESD for ２０３０学び合いフォーラム」の一環として、国内の「気候変動教育」の確立・普及に

向けた連続勉強会を３回開催（オンライン、参加計165名）したほか、「ESD全国ネットワーク団体意見交換会」

（東京都、参加４０名）における気候変動教育に関する意見交換会を共催し、「気候変動教育意見交換会 in 

札幌」（札幌市、参加１４名）を開催しました。 

このほか、ESD推進ネットワークに登録された道内の「地域ESD拠点」（２０カ所）に対する情報提供や出講、

道内の学校教育関係者を対象とする「ESDアドバイザー」の派遣、「RCE北海道道央圏※２」への参画、「全国高

校生環境活動コンテスト」への協力等を行いました。 

※2 RCEとは、高等教育機関が参画し、国連大学が認定するESD推進拠点。RCE北海道道央圏（事務局：北海道大学

環境科学院、酪農学園大学、公益財団法人北海道環境財団）は、日本で7カ所目のRCEとして認定された。 

  

＜全体ミーティング（対面会場）＞ 

＜特別栽培米の生産者との交流（羽幌町）＞ 
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● 環境教育等促進法の拠点としての推進業務 

札幌圏の環境中間支援拠点との協働により「環境中間支援会

議・北海道」※3 を引き続き運営し、定例会合や勉強会等を通して

それぞれの事業計画や活動予定等を共有するとともに、WEB サ

イト「環境☆ナビ北海道」※４を運営し、環境保全活動に関する情

報収集・発信を支援しました。 

政策コミュニケーションの機会として、「北海道生物多様性保全

ダイアログ」（オンライン（４回）、参加計４２９名）、「日本湿地学会

第１４回（釧路大会）特別セッション」（釧路市、参加約１００名）等

を共催したほか、地方自治体職員を対象とする「北海道環境パー

トナーシップ研修」（オンライン、参加１５名）や環境白書を読む会

（オンライン、参加９４名）を開催しました。 

また、東京海上日動火災保険株式会社の「Green Gift 地球元気プログラム」により、ＮＰＯ法人いぶり自然

学校の親子向け環境教育活動（浦河町及び沼田町、参加計２３０名）を支援したほか、独立行政法人環境再

生保全機構に協力し、「地球環境基金助成金説明会」（オンライン、参加２３名）及び「地域課題の解決に向け

たステークホルダーミーティング」（札幌市、参加１５名）等を実施しました。 

このほか、WEB サイトの運営（訪問者数 98,878 件）、週刊メールマガジンの配信（送信先 1,437 カ所）、相談

対応（１００件）、講師派遣や各種委員会への参画、「全国 EPO 連絡会議」（３回）や「ESD 活動支援センター連

絡会」（２回）をはじめとする全国事業関連の各種会議等に参加しました。 

※3 札幌圏で環境分野の中間支援組織として活動するEPO北海道、北海道環境財団、札幌市環境プラザ、認定NPO

法人北海道市民環境ネットワーク「きたネット」の４組織が協働し、設立した組織。 

※4 環境保全活動に関する４組織の情報収集・発信を一元化した情報ポータルサイト。 

 

２－２ 釧路湿原自然再生事業普及推進検討業務 

釧路湿原で行われる自然再生事業への市民参加や環境教育を推進するための５ヵ年計画である「第４期釧

路湿原自然再生普及行動計画」の推進事務局を担い、釧路湿原や自然再生への関心喚起や行動の動機付

け等を多様な主体と連携し実施しました。 

● 情報発信、体験機会提供の取り組み 

釧路湿原、自然再生事業に関するパネル展・企画展示（８回）や関係資料の収蔵（釧路市中央図書館）、メ

ールニュース（月２回発行）、WEB サイトを通して、情報発信を行いました。また、釧路湿原を体験、学習する機

会として、関係団体を対象としたフィールドワークショップや一般市民を対象とした連続講座（３回）を行いました。 

［HP］ みんなで進める！釧路湿原の自然再生 https://www.kushiro-wanda.com/ 

● 市民参加の推進の取り組み 

釧路湿原の保全や自然再生への参加の輪を広げていく取り組みである「ワンダグリンダ・プロジェクト」を運営

し、本プロジェクトの広報、参加登録に向けたコーディネート、参加団体（計５９団体・個人）の活動の広報や連

携した啓発等を行いました。 

● 釧路湿原学習のための学校支援 

釧路湿原や自然再生事業を活用した学習の定着及び普及を図

るため、学校教員や教育委員会等を構成員とするワーキンググル

ープにおいて推進方策を検討し、釧路湿原を題材とした学習素材

の制作と提供、年間を通したモデル授業（計５校）のコーディネー

ト、学校での学習発表会における児童への助言や学外での展示、

研究発表会「釧路湿原サイエンスフェア」の企画運営を行いました

（3-2 参照）。 

［HP］ きづくわかるまもる釧路湿原「釧路湿原を使った学習を支援します！」  https://kushiro-ee.jp/ 

＜釧路湿原サイエンスフェア＞ 

＜Green Gift 地球元気プログラム（沼田町）＞ 
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２－３ 北海道環境サポートセンター運営 

道民の関心やニーズに応じ、環境保全活動、地球温暖化防止活動、環境学習、情報交流の拠点施設とし

て「北海道環境サポートセンター」を平成９年から運営しています。本年度の相談実績等は以下の通りです。 

● 各種相談対応や環境保全活動の支援等 

温暖化対策や環境保全活動に関する各種相談・照会対応やアド

バイス等を行いました。特に事業者の SDGｓ、社会貢献活動と地域の

環境保全活動のマッチング、地域活性化に寄与する J-クレジットの

活用促進による地域経済と社会への貢献等については、総合窓口と

して具体的な企画提案や事業コーディネート等を行いました。 

● 環境保全活動に関する情報収集と発信 

環境関連の各種パンフレットやイベント情報、助成金及び人材募

集等の案内、環境保全活動団体・環境学習施設の資料等を収集・整備し、情報提供したほか、図書・映像資

料等の貸出を行うなど環境保全活動を支援しました。 

⯀ 運営状況 

・所 在 地 ： 札幌市中央区北４条西４丁目１番地 伊藤・加藤ビル４F 

・開館時間 ： 10:00～18:00 

・休 館 日 ： 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

・開館日数 ： ２４３日 

⯀ 相談対応実績 

市民・団体 事業者 学校等 行政機関 その他 合計 

２４件 １１８件 １１件 ６２件 ５件 ２２０件 

⯀ 図書資料等の整備状況 

図書資料 定期刊行物 映像資料  
各種案内 

（チラシ等） 
パンフレット 

４,６４４冊 １６誌 ８３種 １５９件 １１６種 

⯀ 図書資料等の貸出実績 

図書資料 映像資料  

３０件 １０件 
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３ 環境教育及び環境学習の推進に関する事業 

３－１ 地域における環境学習の機会提供 

● 環境教室の実施 

学童保育所等において小学生を対象に地球温暖化防止をテーマとする環境教室を実施しました。（８回、

参加数１８２名） 

実施日 実施対象 実施地域 参加者 

７月１９日 恵庭市和光第２学童クラブ 恵庭市 ５０名 

７月２７日 奈井江町児童クラブ「なえっこ」 奈井江町 １７名 

７月２９日 
帯広市北栄児童保育センター 

帯広市 
２４名 

帯広市北栄児童保育センター分室 １０名 

８月２日 
岩内町立東小学校学童保育所 

岩内町 
２５名 

岩内町立西小学校学童保育所 １６名 

８月１６日 北広島市大曲東学童クラブ 北広島市 １８名 

１１月１７日 江別市森の子児童クラブ 江別市 ２２名 

［HP］ 地球温暖化ふせぎ隊 https://www.heco-spc.or.jp/husegitai/ 

● 環境セミナーの開催や地域行事への出展 

多様な主体と連携し環境セミナーを開催するとともに、地域で行われる関連行事に出展し学習機会を提供し

ました。なお、対面実施の際には、コロナ感染症拡大防止対策として手指消毒や検温、マスク着用などの感染

対策を実施しました。 

⯀ 北海道生物多様保全ダイアログ 

（1-1(6) 北海道生物多様性保全活動連携支援センター（HoBiCC）事業） 

政府の生物多様性国家戦略の変更を踏まえ、北海道生物多様性保全計画の見直しにあたり、広く道民・

事業者と北海道の自然環境を巡る課題や自然との向き合い方を考えることを目的に、昨年度に引き続きダイ

アログ（対話型集会）をオンライン開催しました。 

 

第３回「災いを恵みに変えて-自然豊かで安全・安心な地域づくり」 

［日時］ ６月２２日 15:00～17:00 

［参加］ ５２名 

［講師］ 中村 太士氏（北海道大学大学院農学研究院 教授） 

［モデレータ］ 𠮷中 厚裕氏（酪農学園大学 農食環境学群 環境共生学類 教授） 

 

第４回「OECM-新しい自然保護区の可能性と課題」 

［日時］ ８月１８日 18:00～20:00 

［参加］ １１６名 

［講師］ 三橋 弘宗氏（兵庫県立人と自然の博物館 主任研究員） 

町田 善康氏（美幌博物館学芸担当主査） 

［モデレータ］ 長谷川 理氏（NPO 法人 EnVision 環境保全事務所 主任研究員） 
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第５回「生物多様性と農業・土地利用-食料生産との両立に向けて-」 

［日時］ １０月２６日 18:00～20:00 

［参加］ ８９名 

［講師］ 赤坂 卓美氏（帯広畜産大学 助教） 

関 健志氏（公益財団法人日本生態系協会 専務理事） 

［モデレータ］ 長谷川 理氏（NPO 法人 EnVision 環境保全事務所 主任研究員） 

 

第６回「再生可能エネルギーと生物多様性保全の両立」 

［日時］ １２月１６日 16:00～18:00 

［参加］ １７２名 

［講師］ 風間 健太郎氏（早稲田大学人間科学部 野生動物生態学研究室 准教授） 

野本 和宏氏（釧路市立博物館 学芸員） 

［モデレータ］ 長谷川 理氏（NPO 法人 EnVision 環境保全事務所 主任研究員） 

 

※上記共通して 

［場所］ オンライン開催 

［主催］ EPO 北海道、HoBiCC、北海道 

⯀ 探究学習での脱炭素教育プロジェクト キックオフセミナー 

（4-1 地球温暖化防止活動推進センター事業関連行事） 

［日時］ ６月２５日 13:00～15:15 

［場所］ HOKKAIDO×Station01（札幌市） 

［参加］ ７９名 

［主催］ 北海道、北海道環境財団 

［講師］ 菅井 貴子氏（気象キャスター） 

［内容］ 道内で観測された気象データや地球温暖化が進行した場合の気候予測や予報技術などについて

学びました。また、気象災害を防ぐためには緩和と適応の両方の取組みが必要であることについて

理解を深めるとともに、参加者と意見交換を行いました。 

⯀ ゼロカーボン推進の拠りどころづくり 

（4-1 地球温暖化防止活動推進センター事業関連行事） 

中小企業向けの脱炭素勉強会、地方公共団体と企業の連携強化を図るためのマッチング会、脱炭素スタ

ートアップの動向と協働の必要性を訴求するためのネットワークイベント等を開催しました。 

 

（１）学び・交流機会の提供 

①中小企業診断士 SDGs・カーボンニュートラル勉強会 

［日時］ ８月２５日 19:00～20:30 

［場所］ HOKKAIDO×Station01（札幌市） 

［参加］ １８名 

［主催］ 一般社団法人中小企業診断協会北海道 SDGs 研究会、

北海道環境財団 

［講師］ 泉 貴嗣氏（小樽商科大学大学院商学研究科 准教授） 

［内容］ SDGs、グリーンウォッシュの事例から、中小企業が脱炭素事業に参入するうえでの留意点などにつ

いて学ぶとともに、実態に即した SDGs・脱炭素経営支援の在り方について意見交換を行いました。 

 
②地域の持続的発展を牽引する新たな観光協会のあり方に関する研究会 

［日時］ ９月２７日 15:30～17:30 

［場所］ HOKKAIDO×Station01（札幌市） 

［参加］ ２１名 
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［主催］ 地域の持続的発展を牽引する新たな観光協会のあり方に関する研究会、北海道環境財団、 

EPO 北海道 

［講師］ 久保田 学、谷村 公伸（北海道環境財団） 

［内容］ 脱炭素の視点からの観光とまちづくりの可能性や観光分野での J-クレジット制度の活用事例

などを学びました。また、環境の側面からのアプローチ方法や発信力強化など、今後の観光の

在り方について参加者を交えて議論しました。 

 
③振興局ゼロカーボン担当者交流会 

［日時］ １月１２日 14:00～17:00 

［場所］ HOKKAIDO×Station01（札幌市、オンライン併用） 

［参加］ ４７名 

［主催］ 北海道胆振総合振興局 

［共催］ 北海道環境財団 

［内容］ 各振興局のゼロカーボンの取組み内容を知るとともに、市町村が脱炭素の取組みを進めるた

めに、振興局がどのような働きかけや支援ができるのか、役割などについて意見交換を行いま

した。 

 
（２）マッチング機会の提供 

※下記 3 回共通して 
［場所］ HOKKAIDO×Station01（札幌市）（オンライン開催併用） 

［主催］ 環境省北海道地方環境事務所 

［共催］ 北海道環境財団 

 

①イントロダクション 

［日時］ ８月２４日 15:00～17:00 

［参加］ ８０名 

［発表者］ 京セラコミュニケーションシステム株式会社、北海道ガス

株式会社、鹿島建設株式会社 

［内容］ 国が支援する脱炭素先行地域に選ばれた自治体と協働

で事業を行っている企業３社から、その取組内容や協働

連携に至った経緯などの発表後、座談会により理解を深

めました。 

 

②第１回 

［日時］ １０月２６日 15:00～17:00 

［参加］ １３１名 

［発表者］ 東日本電信電話株式会社、株式会社ジェイアール東日本企画、北海道電力株式会社、北海道ガ

ス株式会社、エア・ウォーター株式会社、株式会社エルコム、北海道経済連合会 

［内容］ 自治体と連携して地域の脱炭素化に取り組んでいる企業、団体（７社）から、取組内容の発表後、座

談会において自治体担当者と地域課題の共有と連携の可能性について意見交換を行いました。 

 

③第２回 

［日時］ １月１８日 15:00～17:00 

［参加］ １３６名 

［発表者］ 滝上町、苫前町、中富良野町、北広島市 

［内容］ 自治体が現在まで取組んできた内容、今後目指す姿、それに向けて実現したいことや課題等につ

いて発表後、座談会において企業担当者から課題解決方法の紹介を受けるなど、活発な対話、意

見交換を行いました。 
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（３）道外イノベーション拠点との共創機会の提供 

①脱炭素スタートアップ企業交流会 

［日時］ ２月７日 14:00～16:00 

［場所］ HOKKAIDO×Station01（札幌市）（オンライン開催併用） 

［参加］ ２２４名 

［主催］ 環境省北海道地方環境事務所、株式会社ジェイアール東

日本企画、CIC Tokyo、北海道、札幌市、北海道経済連

合会、北海道環境財団 

［発表者］ Green Carbon 株式会社、株式会社シェアリングエネルギー、株式会社 GOYOH、SyncMOF 株式会

社、株式会社 VOREAS、株式会社 Komham、ゼロスペック株式会社 

［内容］ エネルギー及び環境分野のスタートアップ企業(7 社)による発表のほか、市・道・国と脱炭素スタート

アップコミュニティのキーマンによるトークセッションを実施し、スタートアップ企業と地方との協働によ

る新たな技術開発、官民共創がもたらす次世代型の地域づくりについて考えました。 

⯀ 「SDGs マルシェ」への出展 

 

［日時］ ９月１７日～１８日  

［場所］ 函館蔦屋書店（函館市） 

［主催］ 一般社団法人北海道国際交流センター 

［内容］ 函館市環境部と連携し、シミュレータを活用したエコドライブ

体験、スマートムーブに関するパネル展示や資料の配布等

を行い、具体的な行動変容を呼びかけました。 

⯀ 北広島市公民館事業「シャベル☆きたひろ」公開講座「気候変動と私たちの生活」 

 

［日時］ １０月１６日 9:45～12:30 

［場所］ 北広島市中央公民館 

［参加］ １５名 

［主催］ 北広島市教育委員会、北海道、北海道気候変動適応セン

ター、北海道環境財団 

［内容］ 「気候変動についての現状と課題に関する話題提供」／ 

高橋 優也氏（北海道ゼロカーボン推進局気候変動対策課）、加藤 唯（北海道環境財団） 

      「適応ワークショップ」／ 

農林水産業、自然生態系、健康、自然災害のグループに分かれ、参加者が普段感じている変化に

ついて、自分たちの生活に及ぼす影響、個人や地域で行うべき適応策について議論しました。 

⯀ 「魚のいる未来を、選べ。」日本の水産の未来を語りあう！ 

 

［日時］ １１月５日 16:00～18:00 

［場所］ HOKKAIDO×Station01（札幌市）（オンライン開催併用） 

［参加］ １１１名 

［主催］ 2048Project（事務局：一鱗共同水産株式会社）、北海道

環境財団 

［内容］「日本・北海道の水産と持続可能性」／本間 雅広氏（2048

プロジェクト代表／一鱗共同水産株式会社 経営企画室室長） 

「パネルトーク：漁業者の視点」／小笠原 宏一氏（inakaBLUE 代表）、柏谷 晃一氏（マスコスモ合同会

社）、長谷川 琢也氏（フィッシャーマンジャパン代表／YahooJAPAN SDGs 編集長） 

「パネルトーク：流通業者の視点」／大坪 友樹氏（株式会社ラフダイニング代表取締役）、小西 一人

氏（有限会社マルショウ小西鮮魚店）、布施 太一氏（株式会社布施商店／youtuber） 
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⯀ 「どう考える、私たちの将来～若者世代と考える気候変動～」 

 

［日時］ １１月１２日 13:00～16:00 

［場所］ HOKKAIDO×Station01（札幌市） 

［参加］ １９名 

［主催］ 環境省北海道地方環境事務所 

［共催］ 北海道、北海道環境財団、北海道気候変動適応センター 

［内容］ テーマ①気候変動適応と私たち 

「天気予報から知る北海道の気候変化」／菅井 貴子氏

（気象予報士・防災士） 

「大学生も気になる気候変動と北海道の自然・暮らし」／中村 太士氏（北海道大学大学院生態系

管理学研究室教授） 

テーマ②気候変動適応と企業 

「脱炭素社会の実現に向けたコープさっぽろの取り組み」／鈴木 昭徳氏（生活協働組合コープさっ

ぽろ組織本部長補佐） 

「気候変動による酒造りへの影響について」／廣野 徹氏（高砂酒造株式会社企画部部長執行役員） 

⯀ はこだてエコライフ展２０２２ 

 

［日時］ １１月１９日～２７日  

［場所］ 函館コミュニティプラザＧスクエア 

［主催］ 函館市、函館市地球温暖化対策地域推進協議会、北海道環境財団 

［共催］ 北海道渡島総合振興局、一般財団法人北海道国際交流センター、NPO 法人南北海道自然エネル

ギープロジェクト、北海道地球温暖化防止活動推進員道南の会、函館コミュニティプラザ Ｇスクエア 

［内容］ （１）ラジオ番組「ゼロカーボンシティの実現に向けて」 

 （１１月 19 日 13:15～14:45 ＦＭいるか及び YouTube で配信） 

「ゼロカーボン北海道へ向けて」／吉田 栄里奈氏（渡島

総合振興局 保健環境部 環境生活課） 

「対談 若者が想像する脱炭素のエコなまち」／金子 真

穂氏、岩田 康佑氏（北海道教育大学函館校）、池田 

直樹氏（北海道地球温暖化防止活動推進員） 

「対談 食の世界から考える脱炭素の未来」／岡山 琴絵氏（昆布漁師ジュンヤ・オカヤマ）、池田 

誠氏（北海道地球温暖化防止活動推進員） 

「スマートムーブおよびスマートムーブデーの紹介」／高橋 泰助氏（函館市地球温暖化対策地域推

進協議会 副会長） 

（２）エコライフ展示コーナー（１１月 19 日～１１月 27 日、期間中の来場者 3,879 名） 

「地球温暖化の影響や防止に向けたエコライフ、COOL CHOICE に関するパネル」、「環境教育学

習ツール」、「アースデイ函館実行委員会活動展示」等を展示したほか、エコライフに関するパンフレ

ットや環境に配慮した料理レシピ等の配布、COOL CHOICE クイズラリーを実施しました。 
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⯀ 第１３回北海道ｅ-水フォーラム 

（1-1 北海道環境未来基金関連行事） 

［日時］ １１月２２日 18:00～20:30 

［場所］ 北海道立道民活動センターかでる２・７（札幌市） 

［参加］ １２６名 

［主催］ 北海道、北海道コカ･コーラボトリング株式会社、北海道環

境財団 

［内容］ 「健全な水循環と持続可能な開発」／沖 大幹氏（東京大

学総長特別参与、大学院工学系研究科社会基盤学専攻

教授） 

「2022 年活動団体発表（e-水コース）」／オホーツク魚類研究会、釧路自然保護協会、小松前川支流

域環境保全ネットワーク、認定 NPO 法人サロベツ・エコ・ネットワーク、特定非営利活動法人 人まち

育て I&I、深川ひきがえるバスターズ 

⯀ さらば再配達～登別ゼロカーボンアクション～ 

 

［日時］ １１月２６日 14:00～16:00 

［場所］ 登別市立総合福祉センター 

［参加］ ２３名 

［主催］ 登別商工会議所青年部 

［共催］ 北海道環境財団 

［内容］ 「再配達の現状と対策」／鏡原 有樹氏（ヤマト運輸株式会社） 

「環境配慮行動におけるナッジの活用」／宇山 生朗（北海道環境財団） 

⯀ 環境教育・環境保全活動に関するプログラム実践講座（教員、自治体職員対象） 
 

［日時］ １月８日 10:00～17:45、１月９日 9:00～17:45、１月１０日 12:00～16:45（資格取得希望者のみ） 

［場所］ 北海道立道民活動センター（かでる２・７）、北海道庁前庭 （オンライン開催併用） 

［参加］ ３０名 

［主催］ 北海道、北海道環境財団 

［共催］ 北海道教育委員会 

［講師］ 能條 歩氏 （北海道教育大学岩見沢校教授）、田中 住

幸氏（札幌大谷大学短期大学部准教授）、上ノ澤 千尋氏

（美瑛町立美瑛東小学校教諭）、本宮 ゆりか氏（北海道立

青少年体験活動支援施設ネイパル深川副所長） 

［内容］ 五感を使って自然を直接体験するプログラム「ネイチャーゲーム」の考え方やアクティビティを学び、自

然に対する気づきや自然との関係性に関する直感を得るための自然体験学習の実施法を学びまし

た。 
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⯀ 気候変動適応セミナー「変化する気候と私たちの生活」 

 

［日時］ １月１８日 14:00～16:00 

［場所］ TKP 札幌ビジネスセンター赤れんが前（オンライン開催併用） 

［参加］ １１６名 

［主催］ 北海道、北海道立総合研究機構、北海道環境財団、北海道気候変動適応センター 

［内容］ 「日本及び道内の気象の傾向や将来予測について～温暖化する北海道のこれから～」／南保 勇人

氏（日本気象協会） 

「気候変動で冬の北海道はどうなる？-生活への影響を示す指標はどう変化するか-」／鈴木 啓明氏

（北海道立総合研究機構 エネルギー・環境・地質研究所） 

「冬季災害アイスジャムと新たな冬季観光ジュエリーアイスに関する最新研究」／吉川 泰弘氏（北見

工業大学） 

⯀ 自治体職員のための「適応」研修会 

 

［日時］ １月１９日 13:00～15:30 

［場所］ オンライン 

［参加］ ２８名 

［主催］ 環境省北海道地方環境事務所 

［共催］ 北海道、北海道環境財団、北海道気候変動適応センター 

［内容］ 「国の気候変動影響の状況と適応計画の動向について」／梅本 敬史氏（環境省地球環境局総務課

気候変動適応室） 

「地域適応計画の目的と考え方について」／町村 輔氏（国立環境研究所気候変動適応センター） 

「北海道気候変動適応計画の情報提供、北海道気候変動適応センターの紹介」／高橋 優也氏（北

海道ゼロカーボン推進局気候変動対策課） 

「鶴岡市の気候変動適応計画について」／藤澤 実氏（鶴岡市市民部環境課） 

「小布施町気候変動適応計画（環境グランドデザイン）の策定経緯について」／大宮 透氏（小布施

町総務課） 

 

⯀ 浦河町生涯学習体験フェア ゼロカーボン推進事業 

 

［日時］ ２月２６日  10:00～12:00 

［場所］ 浦河町総合文化会館 

［主催］ 浦河町、浦河町教育委員会、北海道環境財団 

［内容］ 地域循環共生圏、気候変動対策をテーマとしたマンガポ

スター展を実施しました。 
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３－２ 学校教育における環境教育の支援及び実施 

● 学校や地域との連携授業等の実施 

釧路湿原を題材とした授業づくりの支援等を行いました。（2-2

参照） 

学校や地域主体と連携し、フィールド学習のコーディネートのほ

か、探求学習で活用する資料や動画（２８種）の制作、オンライン

での学習交流会のコーディネイト、中間発表会や学習発表会に

おける専門家の招聘や児童への助言等を行いました。 

さらに、児童の学習意欲の向上と地域住民への学習成果の周

知を図るため、学習成果を取りまとめたボードを公共施設等で展

示したほか、多様な地域主体と協働で研究発表会「釧路湿原サイエンスフェア」の企画運営を行いました。 

 

⯀ 釧路湿原を題材とした授業づくりの支援概要 

 

［実施学校］ 標茶町立標茶小学校、釧路町立別保小学校、釧路市立新陽小学校、釧路市立中央小学校、 

鶴居村立幌呂中学校、釧路湖陵高等学校 

［参加人数］ ５７０名（のべ人数） 

［実施時期］ ５月～３月 

［実施内容］ フィールド学習のコーディネート、講師補助、案内、レクチャー、湿原学習発表会における専門家

の招聘コーディネイト、釧路湿原サイエンスフェア研究発表会のコーディネイトなど 

 
⯀ 学習成果を取りまとめたボードの学外展示 

 

[展示学校（日時、場所）] 

・釧路市立中央小学校（２月２日～９日、釧路市役所） 

・釧路市立新陽小学校（２月２日～１５日、温根内ビジターセンター） 

・標茶町立標茶小学校（２月２１日～２７日、標茶町開発センター） 

・釧路町立別保小学校（３月３日～９日、釧路町役場） 

以上のほか、釧路市こども遊学館（３月１８日～４月９日）にて、全ての小学校を展示 

[連携・協力] 

 北海道教育大学釧路校 境教授、釧路市立中央小学校、釧路

市立新陽小学校、釧路町立別保小学校、標茶町立標茶小学

校、釧路町教育委員会、標茶町教育委員会、釧路湿原国立公

園連絡協議会、温根内ビジターセンター、釧路市こども遊学館 

 

  

＜フィールド学習のコーディネート＞ 

＜釧路市こども遊学館での展示＞ 
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４ 地球温暖化対策の推進に関する事業 

４－１ 北海道地球温暖化防止活動推進センター事業 

平成１１年より当財団は「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく北海道の温暖化対策推

進拠点として、北海道から「北海道地球温暖化防止活動推進センター」の指定を受け、活動しています。

日々の暮らしに関わる地球温暖化対策を中心に、情報提供や相談対応等の各種支援、市民・

NGO/NPO・企業・学校・自治体等と連携し、地域の地球温暖化防止に向けた取り組みを支援、コーディ

ネートしています。本年度は主に以下の事業に取り組みました。 

● 北海道地球温暖化防止活動推進員等の支援 

道内各地で温暖化防止に向けた普及啓発活動等を行う２８名の北

海道地球温暖化防止活動推進員※１（以下、推進員）に対して、メール

等を通して継続的な情報提供、相談対応等の活動支援を行いまし

た。また、推進員制度の認知促進と活動拡大のため、派遣制度や活

動状況について推進員ホームページや各種会合の機会等を通して、

広く周知を図りました。 

さらに、北海道実施の太陽光発電共同購入事業や高校生を対象と

した気候変動教育推進事業へ協力を行ったほか、自治体や地球温暖

化対策地域協議会等の地域での活動主体に対して、相談対応や企画支援・調整等を実施しました。この他、

国が推進する国民運動 COOL CHOICE や地域での啓発活動のほか、各自治体での施策検討に役立つ情報

として、国や関係団体等が発行するパンフレットや学習プログラム、動画資料などをカタログ化して提供するな

ど、幅広い主体の活動に対する支援を行いました。 

※1 地球温暖化対策推進法に基づき北海道知事が委嘱。（任期２年で第１１期目） 

[HP] 北海道地球温暖化防止活動推進員に聞いてみよう https://www.heco-spc.or.jp/suishinin/top.html 

● 推進員や地域と連携した取り組み等 

地域における啓発活動の定着や効果的な取り組みを支援するため、自

治体や地域の推進員、活動団体等の複数の主体と連携し、地球温暖化

に関する啓発行事を企画、実施しました（3-1 参照）。 

また、道内の脱炭素に関する情報集約拠点の整備を目指し、札幌市内

のインキュベーション施設「HOKKAIDO×Station01」にて、中小企業診断

士や観光関係者向けに地域の脱炭素に関する勉強会等を開催するな

ど、地域脱炭素に関するよりどころとなる拠点づくりに取り組みました。 

加えて、北海道経済連合会と連携して地域経済団体等に対する調査、

ヒアリングを実施し、得られた知見を基に、道内事業者の脱炭素経営促進

に向けた相談窓口の整備を行いました。 

● 国、全国地球温暖化防止活動推進センター事業等との連携  

環境省北海道地方環境事務所とともに、上記拠点を活用し地域の脱

炭素の取り組みを促進する官民共創を目指したマッチングの機会を提

供したほか、北海道における気候変化の現状や事業者が取り組む適

応策の事例を学ぶセミナーを開催しました（3-１参照）。 

また、全国地球温暖化防止活動推進センターが行う会議への参加、

東北地域の地域地球温暖化防止活動推進センターとの情報交換を通

じて、全国や他地域事業との連携を図りました。 

 

  

＜推進員意見交換会＞ 

＜脱炭素経営相談窓口に関するチラシ＞ 

＜地域脱炭素マッチング会＞ 
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４－２ 地球温暖化対策の取り組み推進・支援 

（１）自治体における再エネ導入目標策定の支援 

道内 2 自治体（北見市、斜里町）から再エネ導入戦略等の策定・検討

業務をコンサルタント会社と連携して受託し、各種調査や計画立案の支

援を行いました。 

地域の温室効果ガス排出状況や再生可能エネルギー導入ポテンシャ

ル等の基礎情報の把握や、地域の実情を踏まえ住民や関係者とのコミュ

ニケーションを重視した計画立案支援を行いました。 

なお、北見市においては「北見市地球温暖化防止実行計画区域施策

編」として、また斜里町においては「斜里町再生可能エネルギー導入戦

略」として整理、策定に至りました。 

 

（２）J-クレジットの活用支援 

● J—クレジットの活用 

J-クレジット※１の活用によるCO2削減行動の拡大や地域活性化の

貢献を目的に、道内外の事業者や自治体、イベント主催者等に対

してJ-クレジットの活用支援、カーボン・オフセット実施等の周知、提

案を行いました。 

事業者においては、SDGsへの取り組み、CSR活動、法令に基づ

く報告等をはじめ、Carbon-Zero旅行プランの開発・販売や再生可

能エネルギーで１００％の電力調達を目指す事業活動等でJ-クレジ

ットが活用されました。自治体においては、カーボン・オフセット付き

の地域特産物やふるさと納税返礼品等の開発・販売、環境関連イベ

ントのオフセットで活用されました。 

こうした取り組みを通じて本年度は、道内で創出された J-クレジットのうち4,349t-CO2が活用されました。 

※1 J-クレジット制度に基づき、省エネルギー設備の導入や適切な森林管理などの取り組みにより得られた二酸化炭素

などの温室効果ガスの排出削減量や吸収量を国が認証しているクレジット。 

● どさんCO2(こ)・ポートの管理運営 

J-クレジットの提供は、道内で創出されたクレジットを集約・管理する「どさんCO2（こ）・ポート」により行いまし

た。当財団では、「どさんCO2（こ）・ポート」を運営するとともに、平成２３年から運用している「東日本大震災復

興支援型クレジット活用スキーム※２」を通じて、クレジット売却代金から約３２０万円を被災地に寄付しました。 

※2 地域・社会への貢献を目的としクレジットの創出者と活用者等の協力のもと、売却代金の約半額を被災地の被災孤

児・遺児の支援のために寄付するもの。平成２３年から累計２,２２０万円の寄付を実施。 

[HP] 北海道発 J-クレジット制度専用サイト https://www.hkd.meti.go.jp/hokni/jcredit/ 

  

＜北見市地球温暖化防止実行計画 

（区域施策編）＞ 

＜道の駅・カーボン・オフセット付き商品＞ 

＜商品等に貼付するオフセットシール＞ 
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（３）事業者・自治体等の二酸化炭素排出抑制対策に対する補助事業の執行業務 

道内はもとより、国内の地方自治体や事業者等が実施する二酸化炭素排出抑制に関連した取り組みを支援

するために、環境省の二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（以下、補助金）の執行団体として、以下の

事業の補助金交付に係る業務を実施しました。 

[HP] 北海道環境財団 二酸化炭素排出抑制対策に対する補助事業 https://www.heco-hojo.jp/  

● 脱炭素社会構築に向けた再エネ等由来水素活用推進事業 

［対象事業］  

（１）再エネ等由来水素を活用した自立・分散型エネルギーシステム等構築事業 

（２）事業化に向けた既存サプライチェーン活用による設備運用事業 

（３）水素社会実現に向けた産業車両等における燃料電池化促進事業 

（４）地域再エネ水素ステーション保守点検等支援事業 

［交付件数］  35 件 

● バッテリー交換式 EV とバッテリーステーション活用による地域貢献型脱炭素物流等構築事業 

［対象事業］  

（１）物流・配送等とエネルギーの２つのセクターをカップリングした地域貢献型の脱炭素型物流モデル構築に

向けたマスタープラン策定を行う事業<マスタープラン策定事業> 

（２）地域の特性に応じた最適な脱炭素型物流モデル構築に必要な設備等の導入を行う事業<モデル構築支

援事業> 

［交付件数］ 9 件 

● 平時の脱炭素化と災害時の安心を実現するフェーズフリーの省 CO2独立型施設支援事業 

［対象事業］  

平時の省 CO2 化と緊急時のエネルギー自立化が可能となる再生可能エネルギー設備、蓄電池、省エネ型

第一種換気設備等の導入とあわせ、感染症等の発症時には応急施設・一時避難施設等として活用可能な

独立型施設（コンテナハウス等）を導入する事業。 

［交付件数］ 10 件 

● 既存住宅における断熱リフォーム支援事業 

［対象事業］  

高性能建材による住宅（戸建・集合）の断熱リフォーム、断熱リフォームを実施した戸建住宅に家庭用蓄電

池又は家庭用蓄熱設備の導入、断熱リフォームを実施した戸建又は集合住宅に熱交換型換気設備等の導

入を行う事業 

［交付件数］ 1,059 件 

（４）地域再エネによる分散型エネルギーシステム構築に関する調査補助業務 

標記事業（環境省委託事業）をコンサルタント会社と連携して受託し、再エネ自給率の向上や経済的に自立

可能な運営等の必要事項を評価して課題を整理するとともに、その解決や改善に向けた提案を行いました。 

（評価・改善提案の対象事業） 

「脱炭素イノベーションによる地域循環共生圏構築事業」のうち、下記に採択された事業の一部 

・地域の再エネ自給率向上やレジリエンス強化を図る自立・分散型地域エネルギーシステム構築支援事業 

・自動車 CASE 活用による脱炭素型地域交通モデル構築支援事業 

「PPA 活用など再エネ価格低減等を通じた地域の再エネ主力化・レジリエンス強化促進事業」のうち、下記

に採択された事業の一部 

・離島における再エネ主力化に向けた運転制御設備導入構築事業 
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（５）中小企業等における脱炭素経営促進のための伴走支援の在り方検討業務 （北海道における脱

炭素型ライフスタイル転換促進等に向けた戦略検討委託業務の一部） 

標記事業（環境省委託事業）をコンサルタント会社と連携して受託し、道内の中小企業等を対象とした脱炭素

経営支援の実態調査、道内に即した脱炭素経営促進のための伴走支援体制の検討を行いました。 

（主な業務内容） 

・中小企業支援又は地域脱炭素化を担う道内組織の支援状況及び課題等の抽出（定性ヒアリング） 

・中小企業の脱炭素化における支援ニーズ及び課題の抽出（アンケート調査） 

・道内における脱炭素経営促進のための伴走支援体制の検討 

（６）環境・エネルギー産業総合支援事業委託業務（一部担当） 

標記事業（北海道経済部委託事業）をコンサルタント会社と連携して受託し、環境・エネルギー関連産業へ

の参入促進や技術・製品の開発、販路拡大、人材育成等を支援するためのビジネスセミナーを開催しました。

この他、課題解決につなげるための個別相談会開催業務を担当し、道内 10 社から相談を受け、専門機関との

マッチング等を行いました。 

 

⯀ 環境・エネルギービジネスセミナー「カーボンニュートラルの時

代に向けてビジネスを加速させるヒントにする！」 

［日時］ １月 25 日 13:00～15:30 

［場所］ 札幌国際ホール（オンライン同時開催） 

［参加］ １５６名（会場４３名、オンライン１１３名） 

［主催］ 北海道（経済部環境・エネルギー局 環境・エネルギー課） 

［内容］ 「脱炭素をビジネスチャンスと捉え、成長戦略につなげる」／

松本 真由美氏（東京大学 教養学部客員准教授） 

「大成建設の ZEB の取り組み」／小林 信郷氏（大成建設

株式会社 クリーンエネルギー・環境事業推進本部 ZEB・スマートコミュニティ部長） 

「北海道からの支援事業（３年間）の成果と、それを活かした戸建住宅・賃貸住宅におけるネット・ゼロ・

エネルギー化事業の取組み」／株式会社土屋ホーム 

「脱炭素を推進する再エネ電力の調達方法～拡大するコーポレート PPA～」／石田 雅也氏（公益財

団法人自然エネルギー財団 シニアマネージャー） 

「ゼロカーボン北海道の実現に向けたあばしり電力の取組み」／村本 正義氏（あばしり電力株式会社 

代表取締役社長） 

（７）北海道気候変動適応センターへの協力 

気候変動影響及び気候変動適応に関する情報の収集、整理、分析及び提供や技術的助言を行う拠点とし

て、北海道が令和 3 年 4 月に設置した「北海道気候変動適応センター」の運営に協力しました。 

地域イベントにおいて適応に係る取組等の啓発（3-1 参照）を実施するとともに、北海道地球温暖化防止活

動推進員に対して情報や資料提供などの活動支援を行ったほか（4-1 参照）、当財団メールニュースを活用し

て情報を発信するなど、地球温暖化防止活動推進センターの事業と連携し、緩和と適応の両輪での啓発を行

いました。 

 

  

＜ビジネスセミナー基調講演＞ 
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５ 環境及び環境保全活動に関する情報収集・提供事業 

５－１ 環境保全に関する情報の収集及び提供 

当財団が実施する各種事業の取り組み内容や成果等について、ホームページを利用して情報発信を行い

ました。また、道内外の環境保全団体等から寄せられる行事予定や各種案内等について、ホームページで公

開するとともに、メールニュースやソーシャルネットワーキングサービスを活用し、情報発信を行いました。 

[HP] 北海道環境財団 https://www.heco-spc.or.jp （訪問者数 317,621 件） 

● ホームページの運用による情報提供 

新着情報を活用して当財団からのお知らせや事業実績等を積極的に発信しました。また、当財団が参画す

る「環境中間支援会議・北海道」が運営する環境イベント等の情報発信サイト 「環境☆ナビ北海道（2-1 参照）」

を活用して当財団に寄せられた環境に関する行事予定、各種募集や案内等の情報を発信したほか、道内環

境行政情報等の集約・発信にも取り組むことで、道内環境情報ポータルサイトとしての機能充実に努めました。 

[HP] 環境☆ナビ北海道 https://www.enavi-hokkaido.net 

● メールニュース、ソーシャルネットワーキングサービスの活用 

当財団に寄せられた環境に関する行事予定、各種募集や案内等の情報についてメールニュース 「北海道

環境財団／環境サポートセンターからのお知らせ」 により配信しました（配信回数：７６回）。 

ソーシャルネットワーキングサービスの活用としては、Facebook 公式サイトのほか、当財団が主体となる情報

発信のための Twitter アカウント（アカウント名：北海道環境財団／北海道環境サポートセンター）及び当財団

に寄せられた行事予定等の情報発信のための Twitter アカウント（アカウント名：E☆navi 北海道）を活用し、情

報発信を行いました。 

● 報道発表の実施 

大手全国紙・地方紙における当財団に関わる報道実績は１６件でした。 

 

５－２ 環境保全活動団体及び環境学習施設等に関する情報の収集及び提供 

環境保全団体および環境学習施設の情報を取り扱うデータベ

ースの改修を行いました。 

併せて団体や施設のホームページや所在地等最新情報の確認

作業を行い、道内の環境保全団体（144 団体）、環境関連施設

（211 施設）の情報をデータベース化し、当財団ホームページで公

開しました。 

 

 

 

 

 

  

＜環境学習施設データベース＞ 
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６ 各種会議等への参画 

以下の会議に職員が参加し、各分野の政策支援や活動推進に寄与しました。（順不同） 

 

参加委員会 ・ 検討会議等名称 事務局 ・ 所管 

環境道民会議 北海道 

環境道民会議企画委員会 北海道 

北海道環境教育等推進懇談会 北海道 

北海道海岸漂着物対策推進協議会 北海道 

北海道生物多様性保全実践活動賞審査懇談会 北海道 

ゼロカーボン北海道推進協議会 北海道 

２０５０年北海道温室効果ガス排出量実質ゼロに向けた懇

話会 
北海道 

北海道気候変動適応推進会議 北海道 

どさんこ食育推進協議会 北海道 

第４２回全国豊かな海づくり大会北海道実行委員会 北海道 

北海道地域エネルギー・温暖化対策推進会議 
経済産業省北海道経済産業局、環境省北海

道地方環境事務所 

気候変動適応北海道広域協議会 環境省北海道地方環境事務所 

釧路湿原自然再生協議会 環境省釧路自然環境事務所、他 

札幌市環境教育・環境学習基本方針推進委員会 札幌市 

夏の特別企画展運営業務企画競争実施委員会 札幌市 

浜中町再エネ導入目標策定委員会 浜中町 

地方独立行政法人北海道立総合研究機構産業技術 

環境研究本部エネルギー・環境・地質研究所課題検討会 

地方独立行政法人北海道立総合研究機構産

業技術環境研究本部エネルギー・環境・ 

地質研究所 

「前田一歩園賞」並びに「前田一歩園財団自然環境保全助

成」に係る審査委員会 
一般財団法人前田一歩園財団 

ＨＥＳ認証登録判定委員会 一般社団法人北海道商工会議所連合会 

札幌市環境プラザ運営協議会 公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会 

「コープ未来の森づくり基金」審査委員会 生活協同組合コープさっぽろ 

ESD 活動支援センター可視化に関するタスクフォース ESD 活動支援センター 

RCE 北海道-道央圏運営委員会 RCE 北海道道央圏 
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７ ご寄付者一覧 

令和 4 年度は、下記の皆様からご寄付いただきました。 

財団の活動にご理解・ご支援を賜りましたことを、この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

 

（五十音順にて記載、敬称略） 

● 1,000 万円以上ご寄付の方 

・北海道コカ・コーラボトリング株式会社  

● 300 万円以上ご寄付の方 

・株式会社北海道銀行(道銀 SDGs 私募債)  

＜SDGs 私募債発行事業者＞ 

・株式会社赤沼商会 ・株式会社井村建設 

・株式会社イワクラ ・恵光産業株式会社 

・王子サーモン株式会社 ・置戸貨物自動車運輸株式会社 

・株式会社カネス杉澤事業所 ・株式会社小島鉄工所 

・株式会社ザイマックス ・札幌豊栄輸送株式会社 

・ジェイ建築システム株式会社 ・株式会社盛林商産 

・株式会社タカヒロ ・株式会社タケベ 

・株式会社ニセコライフプラン ・株式会社フロンティアエナジー 

・株式会社北海道ケンソ ・北海道テレコムコンサルタント株式会社 

・むらかみ建設株式会社 ・株式会社ヨシダ 

● 100 万円以上ご寄付の方 

・赤石 恵美子 ・大澤 俊信 

・サツドラホールディングス株式会社 
 

● 10 万円以上ご寄付の方 

・株式会社朝田商会 ・石巻元気商店(株式会社 Localloop) 

・岩谷化学工業株式会社 ・株式会社エンターリム 

・環境開発工業株式会社 ・岐阜鉱油株式会社 

・株式会社協和コンサルタント ・株式会社クリーンアップ 

・合同酒精株式会社 ・木幡興業株式会社 

・山陰興業株式会社 ・株式会社サンエム 

・生活協同組合コープさっぽろ ・センチュリーロイヤルホテル(札幌国際観光株式会社) 

・株式会社太陽油化 ・天星製油株式会社 

・株式会社東亜オイル興業所 ・日重環境株式会社 

・ノースワン株式会社 ・株式会社パンオイルサービス 

・株式会社フチガミ ・株式会社マテック 

・丸喜運輸株式会社 ・丸大食品株式会社 

・株式会社未来屋書店 ・有限会社森商会 

・ヤフー株式会社(Yahoo!ネット募金) ・認定 NPO 法人ランナーズサポート北海道 

・株式会社和光サービス 
 

● 上記以外のご寄付の方 

・アイブリッジ株式会社 ・アカウントエージェント株式会社 ・アクアリウム情報メディア 

・株式会社アズムクリエイション ・株式会社アドアニモ ・株式会社アドエモ 

・網走工業株式会社 ・株式会社アラタ工業 ・株式会社アルビノ 

・イオンペット株式会社 ・五十嵐建設株式会社 ・株式会社池上木工 
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・石上車輌株式会社 ・石橋 一平 ・株式会社伊関組 

・株式会社一 ・株式会社一宝 ・伊藤組土建株式会社 

・井原水産株式会社 ・岩倉建設株式会社 ・岩田地崎建設株式会社 

・株式会社インテグラルベース ・ウェブココル株式会社 ・植村土建株式会社 

・株式会社エイト ・駅前通り動物病院 ・株式会社エコテック 

・エファタ株式会社 ・エモーショナルリンク合同会社 ・大野土建株式会社 

・株式会社小野寺組 ・海外 FX おすすめ比較トレード ・海外 FX キラー事務局 

・株式会社カズサッポロ ・株式会社金澤組 ・茅沼建設工業株式会社 

・からだよかよね ・河原 秀之 ・期間工合同会社 

・記事作成代行センター ・株式会社北谷組 ・キャリア図鑑 

・行政書士やまだ事務所 ・銀座 Mita クリニック ・株式会社釧路製作所 

・株式会社クロスウェブ ・有限会社小枝産業 ・ココスキラボ 

・株式会社コサイン ・小杉法律事務所 ・こぶし建設株式会社 

・株式会社コムデック ・近藤工業株式会社 ・株式会社櫻井千田 

・佐竹建設株式会社 ・株式会社沢田建設工業 ・三共舗道株式会社 

・三和工業株式会社 ・株式会社システムウォール製作所 ・株式会社シナプルリンク 

・新弘拓建有限会社 ・新宿税理士事務所 ・新谷建設株式会社 

・株式会社ズコーシャ ・須藤建設株式会社 ・株式会社スパル建設 

・株式会社スマイルゴルフ ・株式会社スリーブレイン ・ぜみたうん 

・相続専門 ・ソフトバンク株式会社(つながる募金) ・株式会社空知総合企画 

・タイガジェ編集部 ・株式会社大東巧建 ・タキクミフレンズ(代表 瀧 久美子) 

・株式会社タックスコム ・株式会社タンタカ ・ちいくほーむ 

・土橋工業株式会社 ・電気工事士デポ ・電装制御屋の備忘録運営委員会 

・デンタルログ ・東海建設株式会社 ・道興建設株式会社 

・株式会社東大先生 ・東北テクニカルシステムズ株式会社 ・株式会社道北鋪道 

・東洋建設工機株式会社 ・道路工業株式会社 ・徳井建設工業株式会社 

・株式会社トクシャ ・トクメイブログ ・富岡産業株式会社 

・トリニティ・テクノロジー株式会社 ・株式会社中山組 ・株式会社ナゴウェブ 

・西江建設株式会社 ・株式会社日興ジオテック ・日本高圧コンクリート株式会社 

・NPO 法人日本自治 ACADEMY ・日本不用品回収センター ・株式会社ネクサス 

・バイク買取おすすめブログ ・バイク売却の田三郎 ・株式会社東海岸 

・東日本冨士新道路株式会社 ・株式会社ピコラボ ・ビズソファ 

・株式会社ビズヒッツ ・有限会社ビッグアップル ・株式会社平田建設 

・株式会社プリプレス・センター ・株式会社ブルズ ・ヘアケアトーク 

・株式会社ホクエー ・株式会社北英建設 ・北央道路工業株式会社 

・株式会社北翔 ・北辰公業株式会社 ・北土建設株式会社 

・ぼくのヘアケア Labo ・株式会社ほしの ・株式会社北海道エコシス 

・北海道行政書士会 ・ポップコーン株式会社 ・株式会社前田組 

・マニュオン ・馬淵建設株式会社 ・丸幸鈴木建設工業株式会社 

・丸彦渡辺建設株式会社 ・宮坂建設工業株式会社 ・株式会社ミライエ 

・陸奥建設株式会社 ・株式会社メガスポーツ ・株式会社メディアウィズ 

・モリリカ合同会社 ・株式会社山内組 ・山本建設株式会社 

・ユニークキャリア株式会社 ・ヨコハマタイヤリトレッド株式会社 ・吉井建設株式会社 

・株式会社吉本組 ・よつ葉乳業株式会社 ・株式会社ライフアカデミア 

・株式会社リロードマインド ・株式会社レビュー ・和光技研株式会社 

・株式会社 ACIL ・株式会社 AKY ・株式会社 AlbaLink 

・ARINA 株式会社 ・株式会社 AWA ・株式会社 AZWAY 

・BLST WEB ・CELEBRATES ・株式会社 cielo azul 

・Food's Route ・HRM ホールディングス株式会社 ・IT 業界ノート 

・株式会社 jaybe ・株式会社 LALA ・合同会社 Lani 

・株式会社 Liam ・株式会社 LOHASTYLE ・株式会社 MAKOTO 

・ONEWALK 株式会社 ・株式会社 Prime Partner ・株式会社 Q.E.D.パートナーズ 

・株式会社 Regalo ・株式会社 RUNWAYS ・株式会社 Soelu 

・Star sea ・株式会社 SUNCORE ・株式会社 UOCC 

・株式会社 WACARU NET ・株式会社 WICH ・株式会社 XYZ 

・ヤマノブログ「登山・キャンプ道具の選び方」編集部 

・横須賀商工会議所(おもてなしギフト事務局) 

・サツドラ・コープさっぽろ・ライオン・STV ラジオ「ライオン商品を買って当てよう！エコ LOVE・北海道 LOVE キャンペーン」事務局 

 

※ご寄付の公表を辞退された方は、記載しておりません。 
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公益財団法人北海道環境財団 定款 

 

第１章 総則 

 

（名称） 

第１条 この法人は、公益財団法人北海道環境財団と称する。 

 

（事務所） 

第２条 この法人は、主たる事務所を北海道札幌市に置く。 

 

第２章 目的及び事業 

 

（目的） 

第３条 この法人は、北海道の良好な環境の保全及び創造のために、広く道民及び事業者

に対して、環境に関する情報の提供、環境保全活動や環境教育の推進及び支援などに関

する事業を行い、もって持続可能な社会の形成に資することを目的とする。 

 

（事業） 

第４条 この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

(1) 環境教育及び環境学習の推進に関する事業 

(2) 環境保全活動及び協働取組の推進に関する事業 

(3) 環境及び環境保全活動に関する情報収集、提供に関する事業 

(4) 地球温暖化対策の推進に関する事業 

(5) (1)～(4)の自主的な取り組みを行う団体等の支援に関する事業 

(6) その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

第３章 資産及び会計 

 

（基本財産） 

第５条 この法人の目的である事業を行うために不可欠な財産として理事会において別に

定める財産を基本財産とする。 

２ 基本財産は、この法人の目的を達成するために善良な管理者の注意をもって管理しなけ

ればならない。 

３ 基本財産の一部を処分又は担保に供するとき及び基本財産から除外しようとするとき

は、あらかじめ理事会及び評議員会の承認を受けなければならない。 

 

（事業年度） 

第６条 この法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月 31日に終わる。 

 

（事業計画及び収支予算） 

第７条 この法人の事業計画書、収支予算書、資金調達及び設備投資の見込みを記載した書

類については、毎事業年度開始の日の前日までに、理事長が作成し、理事会の承認を受け

なければならない。これを変更する場合も、同様とする。 

２ 前項の書類については、主たる事務所に、当該事業年度が終了するまでの間備え置き、

一般の閲覧に供するものとする。 
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（事業報告及び決算） 

第８条 この法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、理事長が次の書類を

作成し、監事の監査を受けた上で、理事会の承認を受けなければならない。 

(1) 事業報告 

(2) 事業報告の附属明細書 

(3) 貸借対照表 

(4) 損益計算書（正味財産増減計算書） 

(5) 貸借対照表及び損益計算書(正味財産増減計算書)の附属明細書 

(6) 財産目録 

２ 前項の承認を受けた書類のうち、第１号、第３号、第４号及び第６号の書類については、

定時評議員会に提出し、第１号の書類についてはその内容を報告し、その他の書類につい

ては、承認を受けなければならない。 

３ 第１項の書類のほか、次の書類を主たる事務所に５年間備え置き、一般の閲覧に供する

とともに、定款を主たる事務所に備え置き、一般の閲覧に供するものとする。 

(1) 監査報告 

(2) 理事及び監事並びに評議員の名簿 

(3) 理事及び監事並びに評議員の報酬等の支給の基準を記載した書類 

(4) 運営組織及び事業活動の状況の概要及びこれらに関する数値のうち重要なものを記

載した書類 

 

（公益目的取得財産残額の算定） 

第９条 理事長は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律施行規則第 48 条

の規定に基づき、毎事業年度、当該事業年度の末日における公益目的取得財産残額を算定

し、前条第３項第４号の書類に記載するものとする。 

 

第４章 評議員 

 

（評議員の定数） 

第 10 条 この法人に、評議員５名以上９名以内を置く。 

 

（評議員の選任及び解任） 

第 11 条 評議員の選任及び解任は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第 179 条

から第 195 条の規定に従い、評議員会において行う。 

２ 評議員を選任する場合には、次の各号の要件をいずれも満たさなければならない。 

(1) 各評議員について、次のイからヘに該当する評議員の合計数が評議員の総数の３分

の 1 を超えないものであること。 

イ 当該評議員及びその配偶者又は３親等内の親族 

ロ 当該評議員と婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者 

ハ 当該評議員の使用人 

ニ ロ又はハに掲げる者以外の者であって、当該評議員から受ける金銭その他の財産に

よって生計を維持している者 

ホ ハ又はニに掲げる者の配偶者 

ヘ ロからニまでに掲げる者の３親等内の親族であって、これらの者と生計を一にする者 
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(2) 他の同一の団体（公益法人を除く。）の次のイからニに該当する評議員の合計数が評

議員の総数の３分の１を超えないものであること。 

イ 理事 

ロ 使用人 

ハ 当該他の同一の団体の理事以外の役員（法人でない団体で代表者又は管理人の定め

のあるものにあっては、その代表者又は管理人）又は業務を執行する社員である者 

ニ 次に掲げる団体においてその職員（国会議員及び地方公共団体の議会の議員を除く。）で

ある者 

① 国の機関 

② 地方公共団体 

③ 独立行政法人通則法第２条第１項に規定する独立行政法人 

④ 国立大学法人法第２条第１項に規定する国立大学法人又は同条第３項に規定す

る大学共同利用機関法人 

⑤ 地方独立行政法人法第２条第１項に規定する地方独立行政法人 

⑥ 特殊法人（特別の法律により特別の設立行為をもって設立された法人であって、

総務省設置法第４条第 15号の規定の適用を受けるものをいう。）又は認可法人（特

別の法律により設立され、かつ、その設立に関し行政官庁の認可を要する法人をい

う。） 

３ 評議員のうちには、理事のいずれか１名と親族その他特別の関係がある者の合計数、又

は評議員のいずれか１名及びその親族その他特別の関係がある者の合計数が、評議員総数

（現在数）の３分の１を超えて含まれることになってはならない。また、評議員には、監

事及びその親族その他特別の関係がある者が含まれてはならない。 

４ 評議員は、この法人又はその子法人の理事、監事又は使用人を兼ねることができない。 

 

（評議員の任期） 

第 12 条 評議員の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する

定時評議員会の終結の時までとする。 

２ 任期の満了前に退任した評議員の補欠として選任された評議員の任期は、退任した評議

員の任期の満了する時までとする。 

３ 評議員は、第 10 条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任により退

任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお評議員としての権利義務を有する。 

 

（評議員の報酬等） 

第 13 条 評議員は、無報酬とする。ただし、特別な職務執行の対価として報酬を支給する

ことができる。 

２ 評議員には、その職務を行うために要する費用の支払いをすることができる。 

３ 前２項に関し必要な事項は、評議員会の決議により別に定める役員及び評議員の報酬等

に関する規程による。 
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第５章 評議員会 

 

（構成） 

第 14 条 評議員会は、すべての評議員をもって構成する。 

（権限） 

第 15 条 評議員会は、次の事項について決議する。 

(1) 理事及び監事の選任又は解任 

(2) 理事及び監事の報酬等の額 

(3) 評議員に対する報酬等の支給の基準 

(4) 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の承認 

(5) 定款の変更 

(6) 残余財産の処分 

(7) 基本財産の処分又は除外の承認 

(8) その他評議員会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項 

 

（開催） 

第 16 条 評議員会は、定時評議員会として毎事業年度終了後３ヶ月以内に１回開催するほ

か、必要がある場合に臨時評議員会を開催する。 

 

（招集） 

第 17 条 評議員会は、法令で別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき理事長

が招集する。 

２ 理事長が欠けたとき又は理事長に事故があるときは、専務理事が評議員会を招集する。 

３ 評議員は、理事長に対し、評議員会の目的である事項及び招集の理由を示して、評議員

会の招集を請求することができる。 

４ 評議員会の招集は、評議員会の開催日の５日前までに、評議員に対して、会議の日時、

場所、目的である事項を記載した書面又は電磁的方法をもって招集の通知を発するものと

する。 

５ 前項の規定にかかわらず、評議員の全員の同意があるときは、招集の手続きを経ること

なく、評議員会を開催することができる。 

 

（議長） 

第18条 評議員会の議長は、その評議員会において、出席した評議員の中から互選により選

出する。 

 

（決議） 

第 19 条 評議員会の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く評議員の

過半数が出席し、その過半数をもって行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を

除く評議員の３分の２以上に当たる多数をもって行わなければならない。 

(1) 監事の解任 

(2) 定款の変更 

(3) 基本財産の処分又は除外の承認 

(4) その他法令で定められた事項 
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３ 理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては、各候補者ごとに第１項の決議を行

わなければならない。理事又は監事の候補者の合計数が第 23 条に定める定数を上回る場

合には、過半数の賛成を得た候補者の中から得票数の多い順に定数の枠に達するまでの者

を選任することとする。 

 

（決議の省略） 

第 20 条 理事が評議員会の目的である事項について提案した場合において、その提案につ

いて、議決に加わることのできる評議員の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表

示をしたときは、その提案を可決する旨の評議員会の決議があったものとみなす。 

 

（報告の省略） 

第21条 理事が評議員の全員に対し、評議員会に報告すべき事項を通知した場合において、

その事項を評議員会に報告することを要しないことについて、評議員の全員が書面又は電

磁的記録により同意の意思表示をしたときは、その事項の評議員会への報告があったもの

とみなす。 

 

（議事録） 

第 22 条 評議員会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

２ 出席した評議員のうちから選出された議事録署名人２名は、前項の議事録に記名押印す

る。 

 

第６章 役員 

 

（役員の設置） 

第 23 条 この法人に、次の役員を置く。 

(1) 理事５名以上９名以内 

(2) 監事２名以内 

２ 理事のうち１名を理事長とし、理事長以外の理事のうち１名を専務理事とする。 

３ 前項の理事長をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法律上の代表理事とし、

専務理事をもって同法第 197 条において準用する第 91 条第１項第２号の業務執行理事と

する。 

 

（役員の選任） 

第 24 条 理事及び監事は、評議員会の決議によって選任する。 

２ 理事長及び専務理事は、理事会の決議によって理事の中から選定する。 

３ 理事のうちには、理事のいずれか１名及びその親族その他特別の関係がある者の合計数

が、理事総数（現在数）の３分の１を超えて含まれてはならない。 

４ 監事には、理事（親族その他特別の関係がある者を含む。）及び評議員（親族その他特別

の関係がある者を含む。）並びに使用人が含まれてはならない。また、各監事は、相互に親

族その他特別の関係があってはならない。 

５ 他の同一の団体（公益法人を除く。）の理事又は使用人である者その他これに準ずる相

互に密接にあるものとして法令で定める者である理事の合計数は、理事の総数の３分の１

を超えてはならない。監事についても、同様とする。 

 



 

- 29 - 

（理事の職務及び権限） 

第 25 条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、職務を執行

する。 

２ 理事長は、法令及びこの定款で定めるところにより、この法人を代表し、その業務を執

行する。 

３ 専務理事は、理事会において別に定めるところにより、この法人の業務を分担執行する。 

４ 理事長及び専務理事は、毎事業年度に４ヶ月を超える間隔で２回以上、自己の職務の執

行状況を理事会に報告しなければならない。 

 

（監事の職務及び権限） 

第 26 条 監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を作

成する。 

２ 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、この法人の業務及び財

産の状況の調査をすることができる。 

 

（役員の任期） 

第 27 条 理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定

時評議員会の終結の時までとする。 

２ 監事の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評議

員会の終結の時までとする。 

３ 任期の満了前に退任した理事又は監事の補欠として選任された理事又は監事の任期は、

前任者の任期の満了する時までとする。 

４ 理事又は監事は、第 23 条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任に

より退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお理事又は監事としての権利

義務を有する。 

 

（役員の解任） 

第 28 条 理事又は監事が次のいずれかに該当するときは、評議員会の決議によって解任す

ることができる。 

(1) 職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。 

(2) 心身の故障のため、職務の執行に支障があり、又はこれに堪えないとき。 

 

（役員の報酬等） 

第 29 条 理事及び監事に対して、評議員会において別に定める総額の範囲内で、評議員会

において別に定める報酬等の支給の基準に従って算定した額を報酬等として支給するこ

とができる。 

２ 理事及び監事には、その職務を行うために要する費用の支払いをすることができる。 

 

（責任の免除） 

第 30 条 この法人は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第 198 条において準用

する第 111 条第１項の役員の賠償責任について、法令で定める要件に該当する場合には、

理事会の決議によって、賠償責任額から法令で定める最低責任限度額を控除して得た額を

限度額として、免除することができる。 
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第７章 理事会 

 

（構成） 

第 31 条 理事会は、すべての理事をもって構成する。 

 

（権限） 

第 32 条 理事会は、次の職務を行う。 

(1) この法人の業務執行の決定 

(2) 理事の職務の執行の監督 

(3) 理事長及び専務理事の選定及び解職 

 

（招集） 

第 33 条 理事会は、理事長が招集する。 

２ 理事長が欠けたとき又は理事長に事故があるときは、専務理事が理事会を招集する。 

３ 理事会の招集は、理事会の開催日の５日前までに、各理事及び監事に対して、会議の日

時、場所、目的である事項を記載した書面又は電磁的方法をもって招集の通知を発するも

のとする。 

４ 前項の規定にかかわらず、理事及び監事の全員の同意があるときは、招集の手続きを経

ることなく、理事会を開催することができる。 

 

（議長） 

第 34 条 理事会の議長は、理事長がこれに当たる。 

２ 理事長が欠けたとき又は理事長に事故があるときは、専務理事がこれに当たる。 

 

（決議） 

第 35 条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半数

が出席し、その過半数をもって行う。 

 

（決議の省略） 

第 36 条 理事が理事会の目的である事項について提案した場合において、その提案につい

て、議決に加わることのできる理事の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示を

したときは、その提案を可決する旨の理事会の決議があったものとみなす。ただし、監事

が異議を述べたときは、その限りではない。 

 

（報告の省略） 

第 37 条 理事又は監事が理事及び監事の全員に対し、理事会に報告すべき事項を通知した

ときは、その事項を理事会に報告することを要しない。 

２ 前項の規定は、第 25条第４項の規定による報告には適用しない。 

 

（議事録） 

第 38 条 理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

２ 出席した理事長及び監事は、前項の議事録に記名押印する。 
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第８章 事務局 

 

（設置等） 

第 39 条 この法人の事務を処理するため、事務局を設置する。 

２ 事務局には、事務局長及び所要の職員を置く。 

３ 事務局の重要な職員は、理事会の決議を経て理事長が任免し、それ以外の職員は理事

長が任免する。 

４ 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める。 

 

第９章 顧問 

 

（顧問） 

第 40 条 この法人に、任意の機関として、10 名以内の顧問を置くことができる。 

２ 顧問は、学識経験者又はこの法人に功労のあった者のうちから、理事会の決議を経て

理事長が委嘱し、その任期は２年とする。 

３ 顧問は、理事長及び理事会の諮問に答え、又は意見を述べることができる。 

４ 顧問は、無報酬とする。ただし、特別な職務執行の対価として報酬を支給することが

できる。 

５ 顧問には、その職務を行うために要する費用の支払いをすることができる。 

６ 前２項に関し必要な事項は、評議員会の決議により別に定める役員及び評議員の報酬等

に関する規程による。 

 

第 10 章 委員会 

 

（委員会） 

第 41 条 この法人に、事業の円滑な遂行を図るため、必要に応じて委員会を設けることが

できる。 

２ 委員は、理事長が委嘱する。 

３ 委員会の任務、構成及び運営に関し必要な事項は、理事長が別に定める。 

 

第 11 章 定款の変更及び解散 

 

（定款の変更） 

第 42 条 この定款は、評議員会の決議によって変更することができる。 

２ 前項の規定は、この定款の第３条及び第４条及び第 11条についても適用する。 

 

（解散） 

第 43 条 この法人は、基本財産の滅失によるこの法人の目的である事業の成功の不能その

他法令で定められた事由によって解散する。 

 

（公益認定の取消し等に伴う贈与） 

第 44 条 この法人が公益認定の取消しの処分を受けた場合又は合併により法人が消滅する

場合（その権利義務を承継する法人が公益法人であるときを除く。）には、評議員会の決

議を経て、公益目的取得財産残額に相当する額の財産を、当該公益認定の取消しの日又は

当該合併の日から１ヶ月以内に、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第

５条第 17号に掲げる法人又は国若しくは地方公共団体に贈与するものとする。 

（残余財産の帰属） 

第 45 条 この法人が清算をする場合において有する残余財産は、評議員会の決議を経て、

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第 17 号に掲げる法人又は国

若しくは地方公共団体に贈与するものとする。 
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第 12 章 公告の方法 

 

（公告の方法） 

第 46 条 この法人の公告は、電子公告により行う。 

 

第 13 章 雑則 

 

（細則） 

第 47 条 この定款に定めるもののほか、この法人の事業の運営に必要な事項は、理事会の

決議により別に定める。 

 

附 則 

１ この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財

団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第 106 条第１

項に定める公益法人の設立の登記の日から施行する。 

２ 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認

定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第 106 条第１項に定める

特例民法法人の解散の登記と公益法人の設立の登記を行ったときは、第６条の規定にかか

わらず、解散の登記の日の前日を事業年度の末日とし、設立の登記の日を事業年度の開始

日とする。 

３ この法人の最初の理事長は辻井達一とし、最初の専務理事は齋藤卓也とする。 
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公益財団法人北海道環境財団 役員及び評議員の報酬等に関する規程 

 

（目的） 

第１条 この規程は、公益財団法人北海道環境財団の定款第 13条及び第 29 条の規定に基づ

き、役員及び評議員の報酬等に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。 

(1) 役員とは、理事及び監事をいい、評議員と併せて役員等という。 

(2) 常勤理事とは、財団を主たる勤務場所とする者をいう。 

(3) 非常勤役員とは、役員等のうち、常勤役員以外の者をいう。 

(4) 報酬とは、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第 13 号で定

める報酬等であって、その名称にかかわらず、費用とは明確に区分されるものをいう。 

(5) 費用とは、職務の遂行に伴い発生する交通費、通勤手当、出張旅費及び手数料等の

経費であって、報酬とは明確に区分されるものをいう。 

 

（常勤役員の報酬） 

第３条 常勤役員の報酬は、月額とし、報酬月額は別表１に定める基準の範囲内で理事会の

決議を経て理事長が定める。 

２ 常勤役員には、賞与及び退職手当、その他これに類する手当は支給しない。 

 

（職員を兼ねる常勤役員の報酬） 

第４条 前条の規定にかかわらず、常勤役員が職員を兼任するときは、職員としての給与及

び手当を支給し、役員報酬は支給しない。 

 

（非常勤役員及び評議員の報酬） 

第５条 非常勤役員には、定款第 29 条にかかわらず、報酬は支給しない。 

２ 評議員は、無報酬とする。 

３ 前２項の規定にかかわらず、非常勤役員及び評議員に対し、この法人が特別の任務とし

て委員及び講師等を委嘱した場合に限り、予算の範囲内で別表２に定める委員報酬及び講

師謝礼等を支給することができる。 

 

 (報酬の支給方法) 

第６条 常勤理事に対する報酬の支給方法については、別に定める職員給与規程(以下「給

与規程」という。)の適用を受ける職員の例による。 

２ 報酬は、法令の定めるところにより控除すべき金額を控除して支給する。 

 

（費用） 

第７条 役員等がその職務の遂行に当たって負担した費用については、遅延なく支払うもの

とする。 

２ 常勤理事には、給与規程の適用を受ける職員の例に基づき通勤手当を支給する。 

 

３ 役員等の出張旅費は別に定める役員、評議員及び職員の旅費に関する規程（以下「旅費

規程」という。）に基づき支給する。 

４ 非常勤役員及び評議員が理事会又は評議員会の出席等の職務を遂行した場合は、交通費

の実費相当を支給する。 
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（報酬及び費用の辞退） 

第８条 役員等は申し出により報酬及び費用の受け取りを辞退することができる。この場合、

報酬及び費用は支給しない。 

 

（準用） 

第９条 定款第 40 条に規定する顧問に対する報酬及び費用の支払いについては、この規程

における評議員に関する規定を準用する。 

 

（改廃） 

第 10 条 この規程の改廃は、評議員会の決議を経て行う。  

 

（理事長への委任） 

第 11 条 この規程の実施に関し必要な事項は、理事長が別に定める。  

 

 

附 則 

 この規程は、公益財団法人北海道環境財団の設立の登記の日から施行する。  

 

 

 

別表１（第３条関係） 

  

職名 報酬月額 

常勤役員 320,000 円以内 

 
 

別表２（第５条関係） 

  

区分 謝金等 

講師謝金 25,000 円以内／時間 

委員報酬 
委員長 15,000 円以内／日 
委 員 12,000 円以内／日 

その他 
第三者が実施した際に通常支払われる対

価に相当する金額を限度とする。 
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公益財団法人北海道環境財団 寄付金取扱規程 

 

（目的） 

第１条 この規程は、公益財団法人北海道環境財団（以下「この法人」という。）が受領する

寄付金に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（寄付金の種類）  

第２条 この法人が受領する寄付金は、一般寄付金及び特定寄付金の２種類とする。  

２ 一般寄付金とは、個人又は団体等から使途を特定されないで受領する寄付金をいう。 

３ 特定寄付金とは、個人又は団体等から使途を特定されて受領する寄付金をいう。 

４ この規程における寄付金には、金銭のほか金銭以外の財産権を含むものとする。  

 

（一般寄付金）  

第３条 この法人は、常時一般寄付金を募ることができる。  

２ 一般寄付金は、寄付金総額の 50％以上を定款第４条に掲げる公益目的事業（以下「公益

目的事業」という。）に使用し、残額を管理費に使用するものとする。 

 

（特定寄付金） 

第４条 この法人は、特定寄付金を受領することができる。 

２ 特定寄付金は、その全額を寄付者の特定した使途に使用しなければならない。 

３ 公益目的事業の実施を目的とする特定寄付金は、特定資産の専用口座に預け入れ、他の

資産と明確に区分して管理しなければならない。 

４ 特定寄付金が次の各号に該当する場合若しくはそのおそれがある場合には、当該寄付金

を辞退しなければならない。 

(1) 国、地方公共団体、公益法人及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する

法律第５条第 17 号に規定する者以外の個人又は団体がその寄付により、特別の利益を

受ける場合 

(2) 寄付者がその寄付をしたことにより、税の不当な軽減をきたす結果となる場合 

(3) 寄付金の受け入れに起因して、この法人に著しく資金負担が生ずる場合 

(4) この法人の業務の遂行上支障があると認められる場合 

(5) この法人が受け入れるには社会通念上不適当と認められる場合 

 

（受領書の送付） 

第５条 寄付金を受領したときは、速やかに受領書を寄付者に送付する。ただし、寄付者が

受領書の受領を辞退した場合、あるいは寄付金額が 3,000 円を超えず寄付者からの要請が

ない場合は、受領書の送付を省略することができる。 

２ 前項の受領書には、この法人の公益目的事業に関連する寄付金である旨、寄付金額及び

その受領年月日を記載しなければならない。 

 

（情報公開）  

第６条 この法人が受領する寄付金については、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に 

関する法律施行規則第 22 条第５項各号に定める事項について、事務所への備置き及び閲

覧等の措置を講じるものとする。 

 

（個人情報保護)  

第７条 寄付者に関する個人情報については、細心の注意を払って情報管理に努めるものと

する。 
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（規程の改廃） 

第８条 この規程の改廃は、理事会の決議を経て行う。  

 

（理事長への委任） 

第９条 この規程の実施に関し必要な事項は、理事長が別に定める。  

 

附 則 

この規程は、公益財団法人北海道環境財団の設立の登記の日から施行する。 
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公益財団法人北海道環境財団 個人情報保護規程 

 
第１章 総 則 

 

 （目的） 

第１条 この規程は、公益財団法人北海道環境財団（以下「この法人」という。）の保有する

個人情報の適正な取扱の確保に関し必要な事項を定め、もって個人の権利利益を保護する

ことを目的とする。 

 

 （定義） 

第２条 この規程に掲げる用語の定義は、次のとおりとする。 

(1) 「個人情報」とは、個人情報の保護に関する法律（以下「個人情報保護法」という。）

第２条第１項に規定する個人情報であって、生存する個人に関する情報であり、当該情

報に含まれる氏名、生年月日その他の記述等により特定の個人を識別することができる

もの（他の情報と容易に照合することができ、それにより特定の個人を識別することが

できることとなるものを含む。）をいう。 

(2) 「個人情報データベース等」とは、特定の個人情報をコンピュータを用いて検索す

ることができるように体系的に構成した個人情報を含む情報の集合物、又はコンピュー

タを用いていない場合であっても、紙媒体で処理した個人情報を一定の規則にしたがっ

て整理又は分類し、特定の個人情報を容易に検索することができる状態においているも

のをいう。 

(3) 「個人データ」とは、個人情報データベース等を構成する個人情報をいう。 

(4) 「保有個人データ」とは、この法人が開示、訂正、追加、削除、利用の停止、消去及

び第三者への提供の停止を行うことのできる権限を有する個人データであって、その存

否が明らかになることにより、本人又は第三者の生命、身体又は財産に危害が及ぶおそ

れがあるもの、又は違法若しくは不当な行為を助長し、又は誘発するおそれがあるもの

以外をいう。 

(5) 「本人」とは、個人情報から識別され、又は識別され得る個人をいう。 

(6) 「職員」とは、この法人の組織内にあって直接又は間接にこの法人の指揮監督を受

けて業務に従事している者をいい、雇用関係にある職員のみならず、この法人との間の

雇用関係にない者（出向職員、派遣職員等）を含む。 

(7) 「匿名化」とは、個人情報から当該情報に含まれる氏名、生年月日、住所の記述等、

個人を識別する情報を取り除くことで特定の個人を識別できないようにすることをい

う。 

 

 （法人の責務） 

第３条 この法人は、個人情報保護に関する法令等を遵守するとともに、実施するあらゆる

事業を通じて個人情報の保護に努めなければならない。 

 

第２章 個人情報の利用目的の特定等 

 

 （利用目的の特定） 

第４条 この法人は、個人情報を取り扱うに当たっては、その利用の目的（以下「利用目的」

という。）をできる限り特定しなければならない。 

２ この法人は、利用目的を変更する場合には、変更前の利用目的と相当の関連性を有する

と合理的に認められる範囲で行わなければならない。 

３ この法人は、利用目的を変更した場合は、変更した利用目的について、本人に通知又は

公表しなければならない。 
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 （利用目的外の利用の制限） 

第５条 この法人は、あらかじめ本人の同意を得ることなく、第４条の規定により特定され

た利用目的の達成に必要な範囲を超えて個人情報を取り扱ってはならない。 

２ この法人は、合併その他の事由により、他の法人等から事業を継承することに伴って個

人情報を取得した場合は、あらかじめ本人の同意を得ないで継承前における当該個人情報

の利用目的の達成に必要な範囲を超えて当該個人情報を取り扱ってはならない。 

３ 前２項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合には、あらかじめ本人

の同意を得ないで第４条の規定により特定された利用目的の範囲を超えて個人情報を取

り扱うことができる。 

(1) 法令に基づくとき。 

(2) 人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得

ることが困難であるとき。 

(3) 公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、

本人の同意を得ることが困難であるとき。 

(4) 国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行

することに対して協力する必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより、当

該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき。 

４ この法人は、前項の規定に該当して利用目的の範囲を超えて個人情報を取り扱う場合に

は、その取り扱う範囲を真に必要な範囲に限定しなければならない。 

 

第３章 個人情報の取得の制限等 

 

 （取得の制限） 

第６条 この法人は、個人情報を取得するときは、利用目的を明示するとともに、適法かつ

適正な方法で行わなければならない。 

２ この法人は、思想、信条及び宗教に関する個人情報並びに社会的差別の原因となる個人

情報については取得してはならない。 

３ この法人は、原則として本人から個人情報を取得しなければならない。ただし、次の各

号のいずれかに該当する場合は、この限りでない。 

(1) 本人の同意があるとき。 

(2) 法令等の規定に基づくとき。 

(3) 個人の生命、身体又は財産の安全を守るため、緊急かつやむを得ないと認められる

とき。 

(4) 所在不明、判断能力が不十分等の事由により、本人から取得することができないと

き。 

(5) 相談、援助、指導、代理、代行等を含む事業において、本人から取得したのではその

目的を達成し得ないと認められるとき。  

４ この法人は、前項第４号又は第５号の規定に該当して本人以外の者から個人情報を取得

したときは、その旨及び当該個人情報に係る利用目的を本人に通知するよう努めなければ

ならない。 

 

 （取得に際しての利用目的の通知等） 

第７条 この法人は、個人情報を取得した場合は、あらかじめその利用目的を公表している

場合を除き、速やかに、その利用目的を本人に通知又は公表しなければならない。 

２ この法人は、前項の規定にかかわらず、本人との間で契約を締結することに伴って契約

書その他の書面に記載された当該本人の個人情報を取得する場合、その他本人から直接書

面に記載された当該本人の個人情報を取得する場合は、あらかじめ本人に対し、その利用

目的を明示しなければならない。ただし、人の生命、身体又は財産の保護のために緊急に

必要がある場合には、この限りでない。 
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３ 前２項の規定は、次に掲げる場合については適用しない。 

(1) 利用目的を本人に通知し、又は公表することにより本人又は第三者の生命、身体、

財産その他の権利利益を害するおそれがあるとき。 

(2) 国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行

することに対して協力する必要がある場合であって、利用目的を本人に通知し、又は公

表することにより当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき。 

 

第４章 個人データの適正管理 

 

 （個人データの適正管理） 

第８条 この法人は、利用目的の達成に必要な範囲内で、常に個人データを正確かつ最新の

状態に保つものとする。 

２  この法人は、個人データの漏えい、滅失、き損の防止その他の個人データの安全管理

のために必要かつ適切な措置を講じなければならない。 

３ この法人は、個人データの安全管理のために、個人データを取り扱う職員に対する必要

かつ適切な監督を行わなければならない。 

４  この法人は、利用目的に関し保存する必要がなくなった個人データを、確実かつ速や

かに破棄又は削除しなければならない。 

５  この法人は、個人情報の取扱の全部又は一部をこの法人以外の者に委託するときは、

原則として委託契約において、個人データの安全管理について受託者が講ずべき措置を明

らかにし、受託者に対する必要かつ適切な監督を行わなければならない。 

 

第５章 個人データの第三者提供 

 

 （個人データの第三者提供） 

第９条 この法人は、次に掲げる場合を除くほか、あらかじめ本人の同意を得ないで、個人

データを第三者に提供してはならない。 

(1) 法令に基づくとき。 

(2) 人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得

ることが困難であるとき。 

(3) 公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、

本人の同意を得ることが困難であるとき。 

(4) 国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行

することに対して協力する必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより、当

該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき。 

２ 次に掲げる場合において、当該個人データの提供を受ける者は、前項の規定の適用につ

いては、第三者に該当しないものとする。 

(1) この法人が利用目的の達成に必要な範囲内において個人データの取扱の全部又は一

部を委託するとき。 

(2) 合併その他の事由による事業の承継に伴って個人データが提供される場合 

(3) 個人データを特定の者との間で共同して利用する場合であって、その旨並びに共同

して利用される個人データの項目、共同して利用する者の範囲、利用する者の利用目的

及び当該個人データの管理について責任を有する者の氏名又は名称をあらかじめ本人

に通知し、又は本人が容易に知り得る状態に置いているとき。 

３ この法人は、前項第３号に規定する利用する者の利用目的又は個人データの管理につい

て、責任を有する者の氏名又は名称を変更する場合は、変更する内容を、あらかじめ本人

に通知又は本人が容易に知り得る状態に置かなければならない。 
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第６章 保有個人データの開示、訂正・追加・削除・利用停止 

 

 （保有個人データの開示等） 

第 10 条 この法人は、本人から当該本人に係る保有個人データについて、書面又は口頭に

より、その開示（当該本人が識別される個人情報を保有していないときにその旨を知らせ

ることを含む。以下同じ。）の申出があったときは、身分証明書等により本人であること

を確認の上、開示しなければならない。ただし、開示することにより、次の各号のいずれ

かに該当する場合は、その全部又は一部を開示しないことができる。 

(1) 本人又は第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害するおそれがあるとき。 

(2) この法人の事業の適正な実施に著しい支障を及ぼすおそれがあるとき。 

(3) 他の法令に違反することとなるとき。 

２  開示は、書面により行うものとする。ただし、開示の申出をした者の同意があるときは、

書面以外の方法により開示をすることができる。 

３  保有個人データの開示又は不開示の決定の通知は、本人に対し書面により遅滞なく行

うものとする。 

 

 （保有個人データの訂正、追加、削除、利用停止、等） 

第 11 条 この法人は、保有個人データの開示を受けた者から、書面又は口頭により、開示

に係る個人データの訂正、追加、削除又は利用停止の申出があったときは、利用目的の達

成に必要な範囲内において遅滞なく調査を行い、その結果を申出者に対し、書面により通

知しなければならない。 

２ この法人は、前項の通知を受けた者から、再度申出があったときは、前項と同様の処理

を行うものとする。 

 

第７章 組織及び体制 

 

 （個人情報保護管理者） 

第 12 条 この法人は、個人情報の適正管理のために個人情報保護管理者を定め、この法人

における個人情報の適正管理に必要な措置を行わせるものとする。 

２ 個人情報保護管理者は、事務局長とする。 

３ 個人情報保護管理者は、理事長の指示及びこの規程の定めに基づき、適正管理対策の実

施、職員に対する教育・事業訓練等を行う責任を負うものとする。 

４ 個人情報保護管理者は、適正管理に必要な措置について適時評価を行い、見直し又は改

善を行うものとする。 

５ 個人情報保護管理者は、個人情報の適正管理に必要な措置の一部を、各事業を分掌する

職員に委任することができる。 

 

 （苦情対応） 

第 13 条 この法人は、個人情報の取扱に関する苦情（以下「苦情」という。）について必要

な体制整備を行い、苦情があったときは、適切かつ迅速な対応に努めるものとする。 

２ 苦情対応の責任者は、総務部長とする。 

３ 総務部長は、苦情対応の業務を職員に委任することができる。ただし、その場合は、あ

らかじめ職員を指定し、その業務の内容を明確にしておくものとする。  

（職員の義務） 

第 14 条 この法人の職員又は職員であった者は、業務上知り得た個人情報の内容をみだり

に他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはならない。 

２ この規程に違反する事実又は違反するおそれがあることを発見した職員は、その旨を個

人情報保護管理者に報告しなければならない。 

３ 個人情報保護管理者は、前項による報告の内容を調査し、違反の事実が判明した場合に

は遅滞なく理事長に報告するとともに、関係事業部門に適切な措置をとるよう指示しなけ

ればならない。 
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第８章 雑 則 

 

（改廃） 

第 15 条 この規程の改廃は、理事会の決議を経て行う。  

 

（理事長への委任） 

第 16 条 この規程の実施に関し必要な事項は、理事長が別に定める。  

 

 

附 則 

 この規程は、公益財団法人北海道環境財団の設立の登記の日から施行する。  

 

附 則 

この規程は、平成 28 年４月１日から施行する。 
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組織図 
（令和 5 年 3 月 31 日時点） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

役員名簿 
（令和 5 年 3 月 31 日時点） 

 

理 事 長 小林 三樹  

専務理事 東郷 典彰  

理  事 五十嵐 智嘉子 一般社団法人北海道総合研究調査会 理事長 

〃 小川 巌 エコ・ネットワーク 代表 

〃 久保田 修 
株式会社電通北海道 統合プランニング局  

コミュニケーション・プランニング部 専任部長 

〃 佐藤 季規 一般社団法人北海道商工会議所連合会 常務理事 

〃 沼田 光弘 北海道農業協同組合中央会 JA 総合支援部 営農支援部長 

監  事 髙野 一夫 髙野公認会計士事務所 

〃 横浜 啓 株式会社北海道二十一世紀総合研究所 調査部長 

 

評 議 員 青木 次郎 学校法人北翔大学 理事長 

〃 秋山 孝二 公益財団法人秋山記念生命科学振興財団 理事長 

〃 石塚 祐江 特定非営利活動法人環境り・ふれんず 代表理事 

〃 大原 雅 北海道大学大学院環境科学院 教授 

〃 齋藤  卓也 公益財団法人知床自然大学院大学設立財団 評議員 

〃 佐々木 亮子 北海道大学新渡戸カレッジ フェロー 

〃 菅原 淳 株式会社北海道新聞社 編集局記者育成本部 上席講師 

〃 高木 晴光 特定非営利活動法人くろす野外計画社 理事長 
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収支概要 （令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日） 

（単位：円） 

科      目 決  算  額 

< 経 常 収 益 >   

１ 基本財産受取利息 196,469 

２ 退職給付引当資産受取利息 179,910 

３ 受託事業収益 80,599,376 

４ 受取補助金等 3,775,151,008 

５ 受取寄付金 31,671,868 

６ 雑収益 1,785,262 

経 常 収 益 計 3,889,583,893 

< 経 常 費 用 >   

１ 事業費 3,886,160,780 

２ 管理費 1,332,993 

経 常 費 用 計 3,887,493,773 

 

財産概要 （令和 5 年 3 月 31 日） 

（単位：円） 

科      目 決  算  額 

Ⅰ 資産の部   

１ 流動資産 207,944,693 

２ 固定資産 320,881,837 
(1) 基本財産 （207,200,000） 
(2) 特定資産 （104,210,191） 
(3) その他の固定資産 （9,471,646） 

資 産 合 計  528,826,530 

Ⅱ 負債の部   

１ 流動負債 97,938,292 

２ 固定負債 114,831,002 

負 債 合 計 212,769,294 

正 味 財 産 316,057,236 
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